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 要 旨 
目的： 
結腸内視術に基づいた研究において、喫煙・飲酒習慣と結腸直腸アデノーマ・ポリープ

との関係性を確認する。 
方法： 

2007 年 4 月から 2009 年 4 月までの間に韓国国立がんセンターを訪問し、がんのスクリ

ーニングを行った人を対象に参加者を募って研究を実施した。 
結果： 

1,242 名の新たに診断した結腸直腸アデノーマ患者と 3,019 名のポリープのない患者(対
照群)、過去に喫煙歴のある者(オッズ比(OR) = 1.31, 95%信頼区間(CI): 1.04, 1.65) 、現在

も喫煙している者(OR = 1.70, 95% CI: 1.37, 2.11)において、非喫煙者と比較してアデノー

マのリスクが増大した。喫煙はローリスクのアデノーマもしくは単体アデノーマと比較し

て、進行したアデノーマと 3 つ以上のアデノーマに対してより高いリスクを示した。用量

作用関係は毎日の喫煙本数、喫煙期間、積算喫煙年とアデノーマのリスクにおいて観察さ

れた。長期間の飲酒は進行したアデノーマ(28 年以上の飲酒歴: オッズ比 OR = 2.0, 95% 信
頼区間 CI: 1.10, 3.64)と 3 つ以上のアデノーマ(オッズ比 OR = 2.19, 95%信頼区間 CI: 1.27, 
3.76)に対してより高いリスクを示した。 
結論： 
喫煙歴と飲酒歴は結腸直腸における発癌と関係があり、その関係性はアデノーマの臨床

的形態により異なる。 

 




